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ま え が き 

 

 グローバル経済が日々ますます展開していく中で、カネやモノはかつてないほどのスピー

ドで移動し続けている。その中で、ヒトはそれほど容易く国の境を越えて移動することはで

きないものの、以前と比べれば、移動量もスピードも増加の一途を辿っている。その中でも、

世界中どこでも通用し、有用と認められる高度人材をいかに獲得し、定着を図るのかは、す

べての国や社会同様、わが国のもっとも重要な課題の一つとなっている。 

 2008年より、国を挙げて取り組みの始まった「留学生30万人計画」は、優れた高度人材の

卵としての留学生に注目し、世界各国から、現在の約 2 倍となる留学生を受け入れようとす

る壮大な計画である。そこでは単に、大学生としての 4 年ほどをわが国で過ごしてもらうこ

とだけではなく、さらに大学院へと進学することや、わが国企業に就職して働いてもらうこ

とまでが意図されている。そのためには、現在、留学生たちがわが国企業へ就職しようとし

た際、全体のどの程度が就職を希望し、希望した場合にどういった点が問題となっているの

かをきちんと調べる必要がある。それらの状況を明確にした上で、今後の実施可能な対策を

検討することが可能となろう。本調査を企画した意図はそこにある。 

 本報告では、限定された範囲内ではあるが、実際に留学生を採用した企業の人事担当者に

聞き取りを行い、受け入れ側としての企業は元留学生たちをどのように見ているのかをとり

まとめた。採用の第一線にたつ担当者たちが、どういった点を積極的に評価し、あるいは問

題として捉えているのかを掘り起こす作業は、常に必要である。また同時に、留学生たちを

企業、社会へと送り出す大学側からも聞き取りを行い、留学生の就職に対する現時点での考

えをとりまとめた。就職という点から留学生の存在に急速に関心が高まったのは、実は相当

最近のことである。そのサポートをしながら、どういった点が問題と映っているのか、企業

に対してどのような要望を持っているのかなど、現場の声を収集することもまた不可欠であ

る。これまでに明らかとなった諸点に加えて、今後を検討するための糸口を再考するための

準備作業でもある。 

 本報告が、留学生の就職について関心のある企業、労働組合、関係機関の方々、研究者等

に役立つとともに、わが国への高度人材の受入がさらに進展することに多少なりとも参考に

なれば幸いである。 
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